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写経会 毎月（１月２月を除く）第２日曜 時間午後１時～随時（１６時終了）都合付く時間にできます。 

あ
り
が
た
い 

 

千
眼
寺
住
職 

神
田
秀
孝 

 
第
十
八
教
区
護
持
会
報
「
輪
」
よ
り 

 

―
令
和
二
年
十
二
月
発
行―

 

 

 
 

     

十
月
も
あ
っ
と
い
う
間
に
後
半
、
新
米

の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
ま
す
ま
す
食
が
進

む
今
日
こ
の
頃
で
す
。
実
り
の
秋
と
い
う

こ
と
で
、
皆
さ
ん
の
食
卓
に
も
秋
の
味
覚

が
あ
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
檀
家
様
の
ご
自
宅
で
の
読
経
に
お

伺
い
し
て
い
ま
す
と
、
壇
上
の
お
供
え
物

（
果
物
や
お
花
な
ど
）
か
ら
も
季
節
の
移

ろ
い
を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

さ
て
、
現
下
の
状
況
に
よ
り
、
今
年
は

大
勢
の
人
が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が

中
止
、
延
期
と
な
り
、
寺
院
に
於
い
て
も

恒
規
法
要
や
教
区
護
持
会
の
集
ま
り
、
秋

の
研
修
旅
行
等
も
中
止
と
な
っ
て
し
ま

い
、
毎
年
当
た
り
前
の
よ
う
に
行
っ
て
い

た
行
事
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
で
き
て
い

た
こ
と
、
そ
れ
ら
が
で
き
な
い
日
々
が
続

い
て
い
ま
し
た
。
当
た
り
前
と
い
い
ま
し 

                               

 

た
が
、
仏
教
的
に
は
「
当
た
り
前
」
な

ど
と
い
う
こ
と
は
何
も
な
く
、「
有
り
難

し
」
と
書
く
よ
う
に
、
何
か
が
有
る
と

い
う
こ
と
は
「
あ
り
が
た
い
」
こ
と
で

も
あ
り
ま
す
。
日
々
の
生
活
の
中
で
手

を
合
わ
せ
、
合
掌
す
る
場
面
、
仏
様
を

お
参
り
す
る
と
き
、
「
い
た
だ
き
ま
す
」

「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」「
あ
り
が
と
う
」
で

の
合
掌
が
思
い
出
さ
れ
る
か
と
思
い
ま

す
。「
平
常
心
是
道
」
と
い
う
言
葉
が
あ

り
、
日
常
生
活
そ
の
も
の
、
当
た
り
前

と
思
っ
て
い
た
一
つ
一
つ
の
こ
と
が
道

で
あ
り
、
大
事
に
し
な
く
て
は
い
け
な

い
こ
と
で
す
ね
。 

 
 

            

何
か
と
慌
た
だ
し
い
一
年
も
あ
と
少
し

と
な
り
ま
し
た
。 

住
職
と
な
る
。
山
本
宗
彦
老
師
遷
化
に

よ
り
、
平
成
二
十
七
年
晋
山
結
制
を
修

行
し
二
十
五
世
住
職
と
な
り
現
在
に
至

っ
て
い
る
。 

 

十
八
教
区
に
は
三
男
恭
真
（
土
沢
雲

泉
寺
）、
法
類
寺
院
（
上
鍛
冶
金
蔵
寺
、

春
木
山
西
法
寺
、
荒
島
東
岸
寺
）
が
あ

り
何
か
に
つ
け
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て

い
る
。
同
じ
く
得
度
し
た
兄
弟
三
人
、

人
々
の
苦
し
み
悲
し
み
に
寄
り
添
い
、

安
ら
ぎ
を
も
た
ら
す
よ
う
に
尽
力
し
て

も
ら
い
た
い
。 

 

庫
裏
玄
関
脇
ト
イ
レ
改
修 

 

当
寺
は
五
十
年
前
ま
で
は
地
下
水
を

汲
み
上
げ
、
台
所
、
お
風
呂
、
洗
面
所

等
の
生
活
用
水
と
し
て
い
ま
し
た
。
そ

の
後
上
水
道
に
切
り
替
え
ま
し
た
が
、

ト
イ
レ
の
配
管
が
む
き
出
し
に
な
っ
て

い
て
冬
場
は
凍
結
に
よ
り
使
用
不
可
能

の
状
態
に
な
る
こ
と
が
頻
繁
で
し
た
。

こ
の
度
の
工
事
に
よ
り
使
い
勝
手
も
良

い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
尚
、
地
下
水

は
現
在
、
冬
場
の
消
雪
用
と
し
て
参
道
、

本
堂
、
位
牌
堂
前
に
パ
イ
プ
敷
設
し
て

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
お
墓
水
汲
み
場
に

も
使
用
し
て
い
ま
す
。 

施
工 

小
野
組
様 

 

「
雲
静
日
月
正
」
（
雲
静
か
に
し
て
日
月
正

し
）
雲
は
静
か
に
流
れ
、
自
然
は
一
日
一
日

正
し
く
過
ぎ
て
い
き
ま
す
。
有
り
難
く
、
大

事
に
、
和
や
か
に
過
ご
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。 

 

▼
広
厳
寺
住
職
よ
り 

 

二
男
秀
孝
は
十
二
歳
の
時
に
長
男
、
三
男

と
三
人
一
緒
に
広
厳
寺
で
私
の
得
度
を
受

け
る
。
修
学
は
北
海
道
駒
澤
大
学
付
属
岩
見

沢
高
校
仏
教
専
修
科
、
駒
澤
大
学
仏
教
学
部 

          

と
進
み
、
大
学
生
の
時
に
村
上
市
七
湊
・
海

蔵
寺
小
島
正
人
師
晋
山
結
制
に
於
い
て
首

座
を
務
め
る
。
大
学
卒
業
後
、
大
本
山
永
平

寺
で
三
年
修
行
、
群
馬
県
沼
田
市
迦
葉
山
弥

勒
寺
（
住
職
・
現
大
本
山
永
平
寺
副
貫
首
羽

仁
素
道
老
師
）
で
一
年
ほ
ど
お
寺
の
勉
強
を

し
、
ご
縁
を
い
た
だ
き
村
上
市
平
林
・
千
眼

寺
住
職
山
本
宗
彦
老
師
の
嗣
法
を
受
け
副

住 

千眼寺本堂 

左から二男、長男、三男 

 

 

 


